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対策としては、河川・下⽔整備をやってきましたが、それだけでは⾃然の
変化には追い付きません。

そこで、⾃然の持つ機能（⼒）も積極的に活⽤していかなければなりませ
ん。

防災・減災 ～水害が起こりにくいまちづくりを目指して～

気候変動の影響で「⼤⾬」「気温上昇」は皆さんの⾝近な
問題です。

こんなキーワー
ドが⾝近に聞こ
えてきます

流域治⽔とは
気候変動の影響による⽔災害の激甚化・頻発化等を

踏まえ、河川、下⽔、堤防の整備、ダムの建設・再
⽣など（ハード整備）の対策をより⼀層加速す
るとともに、集⽔域（⾬⽔が河川に流⼊する地域）か
ら氾濫域（河川等の氾濫により浸⽔が想 定される地
域）にわたる流域に関わるあらゆる関係者が協働
して⽔災害対策を⾏う考え⽅です。

河川・調節池整備
下⽔道整備など

・避難対策（ハザード
マップの確認）

・⾝近で出来る対策
（⾬庭など）

⾏政（都・区）が⾏う対策

住⺠・企業・団体・⾏政
などが⾏う対策

出典：「流域治⽔」の基本的な考え⽅
〜気候変動を踏まえ、あらゆる関係者が協働して流域全体で⾏う総合的かつ多層的な⽔災害対策〜
国⼟交通省 ⽔管理・国⼟保全局 抜粋

今までのハード整備（河川・調節池整備、
下⽔道整備）と⾃然の持つ機能（⼒）を活
⽤するグリーンインフラの考えを取り⼊れた
対策の両輪で推進する必要があります。



R5.12/14

都市計画素案の説明 R5.8/23~8/27

R5.12/1~12/15

都市計画案の意⾒照会R5.11/17

東京都 杉並区

本事業の進め⽅について要望
（抜粋）地域住⺠等に対して丁寧な説明を求め
るとともに、本事業の情報については適時、区
⺠にしっかりと伝わるような対応を依頼

R6.1.16 （区）都市計画審議会へ諮問
東京都市計画河川第8号善福寺川の変更について（答申）（以下抜粋）
本計画案については同意するものとする。
１．本都市計画案を進めるにあたって、東京都に対して以下の点を求めること。
（１）本業務に関わる様々な情報の公開・公表を⾏うこと。
（２）計画区域内の地権者等を含む地域住⺠に寄り添い、理解を得ながら丁寧に進めること。
（３）地域住⺠への⼯事への影響を最⼩限にするよう、具体的な⼯事エリアや期間等につい

て検討すること。
２．本計画案に基づく治⽔対策に併せ、グリーンインフラの活⽤を含む流域治⽔について、

都と区と協⼒して進めること。
３．区は本事業の実施によって縮⼩される関根⽂化公園の代替え地の早期確保など、地域住

⺠の⽣活環境の維持に努めること。

R6.1/20

東京都市計画河川第8号善福寺川の変更について（回答）※２
◆計画案のとおり意義ありません。
本都市計画案については区⺠から多くの意⾒や要望が届いていることや、区の都市計画審議
会からは都市計画変更案には同意するが、都の進め⽅などについて意⾒が付されるという異
例の答申を受け、令和5年11⽉17⽇付の都から意⾒照会に対し、杉並区の意⾒（回答）を都
へ提出しました。

R6.1/26

R6.2/6

R6.3/6 グリーンインフラを活⽤した⾬⽔流出抑制の強化の取組
R6年度

善福寺川上流調節池（仮称）⼯事に伴う詳細設計 令和5年10⽉から令和7年2⽉

これまでの経緯

善福寺上流調節池
（仮称）の説明会

（都）都市計画審議会

都市計画決定・告⽰

善福寺川上流調節池（仮称）に関する説明 R6.9/5,9/6,9/8

主催：東京都 共催：杉並区
（都）都市計画審議会答申及び区からの回答等を踏まえ、東京都では設計の段階での情報

を積極的に地域の皆さまへお知らせし、杉並区も⼀緒になってご意⾒やご要望を伺います。

都市計画認可事業認可

荒川⽔系神⽥川流域河川整備計画（H28.3）に善福寺川上流部に調節池計画を記載

神⽥川流域河川整備計画（変更案）について（回答）
◆異議なしで回答

荒川⽔系神⽥川流域河川整備計画（変更素案）の事前調整について・・・取⽔施設が3箇所

R4.3/25 神⽥川流域河川整備計画（変更素案）の事前調整について（回答）

荒川⽔系神⽥川流域河川整備計画（変更案）について

R4.12/12

R4.3/7

R4.11/30

都市計画案の作成

都市計画案の公告縦覧

R2.5/18 善福寺川上流部における河川施設による治⽔対策の推進について（要望）



流域治水 ～東京都豪雨基本対策の役割分担～

75㎜/ｈ
85㎜/ｈ

河川河道整備
神⽥川・善福寺川・妙正寺

川の護岸整備
下⽔道整備

幹線・バイパス管の整備

調節池
環七地下調節池
和⽥堀6号調節池
和⽥堀調節池
善福寺調節池
下⾼井⼾調節池
善福寺川上流調節池（仮称）

下⽔道整備
阿佐⾕貯留管整備
荻窪⼆丁⽬貯留管整備
第⼆桃園川幹線事業

流域対策
⾬⽔流出抑制対策（浸透ます、

地下貯留浸透施設等）
透⽔性舗装

河川河道整備
神⽥川・善福寺川・妙正寺

川の護岸整備
下⽔道整備

幹線・バイパス管の整備

調節池
環七地下調節池
和⽥堀6号調節池
和⽥堀調節池
善福寺調節池
下⾼井⼾調節池
善福寺川上流調節池（仮称）

下⽔道整備
阿佐⾕貯留管整備
荻窪⼆丁⽬貯留管整備
第⼆桃園川幹線事業

流域対策
⾬⽔流出抑制対策（浸透ます、

地下貯留浸透施設等）
透⽔性舗装

家づくり・まちづくり
グリーンインフラを活⽤し
た⾬⽔流出抑制対策

（⾬庭など）

避難
⽔害ハザードマップ
河川カメラ
⼟のうステーション

東京都豪⾬対策基本⽅針
平成26年6⽉

東京都豪⾬対策基本⽅針
令和5年12⽉（改定）

住宅都市杉並の特性に合わせ
て地域住⺠などと共に考え治
⽔対策を進める。

★宅地等からの⾬⽔の流出を
抑制するグリーンインフラを
活⽤した取組の推進
★グリーンインフラの推進に
必要な区⺠等との意⾒交換の
機会の創出等



グリーンインフラとは

まちづくりにおいて、グリーンインフラという考え⽅が国内外で注⽬を集めています。⽣物多様性やカーボ
ンニュートラルといった世界的な環境課題に取り組むため、杉並区においても、積極的にグリーンインフラを
活⽤したまちづくりを進めていきます。

社会資本整備や⼟地利⽤等のハード・ソフト両⾯において、⾃然環境が有する多様な機能を活⽤し、持続可
能で魅⼒ある国⼟づくりや地域づくりを進める取組です。⾃然が持つ⼒を活かすことで、環境⾯でも経済⾯でも
より良いまちづくりが進められます。

防災・減災

環境地域振興

2030年ネイチャーポジティブの実現
・生物多様性
・みどり・屋敷林の保全

「居心地が良く歩きたくなる」
まちなかづくり

・にぎわいの創出
公園・まちづくり

交流・コミュニティ形成、健康増進
・地域交流・世代間交流

健康増進

自然環境を生かした
地域活性化・観光振興
・環境教育
・商店街活性化

気候変動対策
・CO２削減
・ヒートアイランド対策
・水害対策

出展：グリーンインフラ実践ガイド 令和5年10⽉ 国⼟交通省総合政策局環境政策課

⾃然環境への配慮を⾏いつつ、⾃然環境に巧みに関与、デザ
インすることで、⾃然環境が有する機能を引き出し、地域課題
に対応することを⽬的とした社会資本整備

・グリーンインフラを活⽤して地域課題に取り組むと、他の様々な効果が同時に得られます。
・⾃然環境を活⽤することから持続可能性が期待される

グリーンインフラを活用したビジョン



出展：グリーンインフラ実践ガイド 令和5年10⽉ 国⼟交通省総合政策局環境政策課

グリーンインフラを活用したビジョン



【令和6年7⽉21⽇】 みんなで知ろうグリーンインフラ 開催

杉並区における水害対策の動き ~グリーンインフラを活用した雨水流出抑制の強化～

令和６年度 令和7年度 令和8年度

宅地は区全体の7割を占めています。

『知る』

『自分事として捉える』

『行動する』

対話の場 集まって話ができる場所、区の考えや他の⼈
の意⾒を聞ける場づくりを⽬指します。

体験の場 ⾬⽔が吸い込む⾃然の機能を体験で
きる実験の場づくりを⽬指します。

実践の場 区⺠や企業、区が⾏動に移しや
すいようなルールや⽀援制度づ
くりを⽬指します。

令和6年度の取組 ~グリーンインフラを活用した雨水流出抑制の強化～

【令和6年5⽉20⽇】流域治⽔の取り組みに関する連携協定
強⼒なパートナーとして、流域治⽔に関する専⾨技術の研究や推進に向けた
学びの場の提供、住⺠との新たなコミュニティの形成などに取り組んでい
るﾞ「流域治⽔を核とした復興を起点とする持続社会」地域共創拠点ﾞと連携
協定を締結

対
話
の
場

区民の協力なくしては⽔害対策
を⾏うことができません。

区⺠と共に考え・⾏動していくこと
で、⼀⼈⼀⼈は⼩さな取り組みでも
、みんなで⾏うことで⼤きな効果を
期待できます。

区⺠がグリーンインフラを知るキッカケとし、有識者に聞ける機会をつくりました。
グリーンインフラの理解を深めてもらうことを⽬標にしました。

当⽇は連携協定を締結した
熊本県⽴⼤学 特別教授島⾕先⽣
により講演をしていただきました。

事例や先⽣の研究活動など分かり
易く話をしていただきました。

当⽇の様⼦は、区公式
HP（右⼆次元コード）
にてご覧いただけます。

『知る』



【令和6年9⽉7⽇】 聴ックオフ・ミーティング
⾝近なみどりでできること〜グリーンインフラから始める⽔害対策〜

⽇頃、区政にかかわる機会の少ない⽅を含め幅広い区⺠の⽅に参加していただき、区政への
関⼼を⾼め理解を深めるとともに、さまざまな意⾒やアイデアを伺い、今後の区政の参考に
していくものです。

【令和6年10⽉20⽇】 みんなで知ろうグリーンインフラ第2弾！
イベント「善福寺川発⾒2024」と共催予定

⾃然の持つ⼒とは？「土」に着⽬します。
⾬⽔の流出を防ぎ、⽔害の被害を軽減するためには、「⼟」の浸み込む⼒を活⽤します。

「⼟」の浸み込む⼒を最⼤限活⽤するためには、どんな⼟の状態がいいのでしょうか。
カエル博⼠が善福寺公園内の⼟を使って浸透実験を⾏います。

【令和6年10⽉以降】 グリーンインフラ推進会議（仮称）

【令和7年1⽉下旬】 善福寺川「⽔⿃の棲む⽔辺」創出事業 シンポジウム

令和6年度の取組 ～グリーンインフラを活用した雨水流出抑制の強化～

対
話
の
場

（都）流域対策等強化・推進事業補助を活⽤ 東京都から事業費の補助を受けています。

今回のミーティングのキーワードは「気づき」です
令和６年度は、様々な機会を設けて、区⺠のみなさんにグリーンインフラを「知って」もらう

事から始めます。
7年度以降は、「⾃分の事として捉えて」もらい積極的にご⾃宅などで取組んでいただけるよう

進めてまいります。
グリーンインフラを活⽤した取組は、その⼀つ⼀つが⼩さな点の取組となりますが、⾯的に広

がっていくことで、⽔害対策にもなります。

グリーンインフラや流域治⽔について、共に考える意⾒交換を⾏う機会をつくります。
意⾒交換会等は、全3回程度を想定しています。区内の治⽔対策などに関して情報提供を⾏い、

参加者に情報を知っていただいたうえで、意⾒交換を進めたいと考えていますので、毎回、同⼀
の参加者とする予定です。
☆第1回 グリーンインフラ推進会議【令和6年10⽉予定】

〜杉並区の⽔の現状を知り、グリーンインフラについて考えよう！〜
☆第2回 グリーンインフラ推進会議【令和6年12⽉予定】

〜グリーンインフラをつくってみよう〜
☆第3回 グリーンインフラ推進会議【令和7年2⽉予定】

〜杉並区らしいグリーンインフラのビジョンを話し合おう〜

区のグリーンインフラに関する情報や取組はここから発信しています！
区公式HP（右⼆次元コード）をご覧ください。

グリーンインフラをテーマに企画中です。
地域の課題を解決するために、⾃然が持つ多様な機能を活⽤するグリーンインフラの考

えは、善福寺川周辺に棲む⽔⿃をはじめ多様な⽣物にどのような影響があるでしょうか。
専⾨家や地域の⼦供たちの活動発表を通じて考えるキッカケとなるはずです。

【令和6年11⽉9⽇】 みんなで知ろうグリーンインフラ第３弾！ inすぎなみフェスタ
ブースによる出展が決定！ 内容を検討中。

グリーンインフラに関わ
る事業を進めていくため
に区⺠と共に考えていく

対話の場です。

『知る』

『知る』

『知る』

『知る』




